



A Study of Singing at a Kindergarten Morning Meeting















































詞者不詳・作曲者不詳・4/4・Ddur・音域 a ～ h １）
「トントンまえ」（原曲「きらきらぼし」（フランス
民謡）の替え歌・4/4・Ddur・音域 d １～ h １），「お
むねをはりましょ」（作詞者不詳・作曲者不詳・










































































　この歌の原曲の開始音は d1　音で音域は a ～ h1 
である。１，２小節目の「なら・びま・しょう」[d1 
d1 ・d1 fis1 ・a1 ] は a1 音の同音進行で歌われている。
３．４小節目の「は・やく・きれ・いに・なら・び
ま・しょう」[h1 ・a1 h1 ・a1 a1 ・fis1 d1 ・e1 e1 ・e1 fis1 
・d1 ] は [a1 ・a1 a1 ・a1 a1 ・fis1 fis1 ・e1 e1 ・e1 e1 ・
d1  ] と歌われており，部分的に a1 ，fis1 ，e1 音の同
音になっている。５．６小節目の「いち・れつ・い
ち・れつ・おな・らび・しま・しょ」[d1 d1 ・aa・ 
fis1 fis1 ・d1 d1 ・e1 e1 ・aa・d1 e1 ・fis1 ] の d1 ～ a の
完全４度下降，a ～ fis1 の長６度上昇，fis1 ～ d1 の
長３度下降，e1 ～ a の完全５度下降は，d1 音の同
音進行で歌われる傾向がみられる。７．８小節目
の「みぎ・むいて・ひだり・むいて」[g1 g1 ・e1 e1 
・ fis1 fis1 ・d1 d1 ] の短３度，長３度下降の連続は
[fis1 ・e1 ・fis1 ・e1 ] の長２度下降の連続となってい
る。９，10小節目の「あし・ぶみ・トン・トン・
そろ・えま・しょう」［a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 fis1 ・a1 h1 




ち」[h1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・e1 ] の順次下降
形は正確に歌われている。13，14小節目の 「ラ・
ラ・ラ・ラ・ラ・ラ・ララ・ラ」[d1 ・a・fis1 ・d1 
・e1 ・a ・d1 e1 ・fis1 ] の完全４度下降，長６度上昇，
長３度下降，長２度上昇，完全５度下降，完全４
度上昇，長２度上昇，長２度上昇の部分は [d1 ・c1 





[g1 ・e1 ・fis1 ・d1 ・e1 ・a・d1 ] のフレーズは [g1 ・e1 


























[ ♩・♩・♩・♩ ] の４分音符のリズムフレーズの
繰り返しから構成されている。曲全体を通して正
確であり，リズミカルに歌われている。２，４，６，
10小節目の「まえ」[ ♩♩ ] は「まー」[ ] となっ
ており，「え」を省略する傾向がみられる。
③　旋律
　この歌の原曲の開始音は d1 音で，音域は d1 ～ h1 
である。２，10小節目の「トン・トン・ま・え」


















　原曲は [ ] の付点と８分音符
のリズムフレーズからなるが，Ｋ幼稚園では [








　この歌の原曲の開始音は g1 音であり，音域は c1 
～ a1 である。１，２小節目の「おむ・ねを・はり・
ましょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ] は g1 音の同音
進行で歌われている。３，４小節目の「のば・し
ま・しょう」[c1 c1 ・d1 d1 ・e1 ] は e1 音の同音進行
になっている。また，５～８小節目の「おて・て
は・りょう・ほう・うし・ろに・おい・て」[c1 c1 
・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 c1 ・d1 ] の部分は
[d1 d1 ・d1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 d1 ・d1 ] で
歌っており，最初と最後の c1 音は d1 音で歌われ
ている。９～12小節目の「グー・ンと・おむ・ね
を・はり・ましょ・う」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 
e1 ・d1 d1 ・c1 ] は [e1 ・e1 e1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 
・d1 ] と歌われており，最初の c1 ，d1 音は e1 音で
歌われ，部分的に e1 音，d1 音の同音になる傾向が
みられる。13～16小節目の「りっ・ぱな・しせ・
いに・なり・まし・た」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 
e1 ・d1 d1 ・c1 ] は [d1 ・d1 d1 ・e1 f1 ・f1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 
・d1 ] で歌われており，c1 音は長２度上の d1 音へ，






律は，部分的に旋律の上昇，下降の部分が d1 ，e1 ，
f1 ，g1 音の同音で歌われており，c1 音は d1 ，e1 音，


























　１番：この曲の開始音は c2 音で音域は c1 ～ d2 で
ある。１．２小節目の「きょう・も・なか・よく」
[c2 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ] の c2 ～ a1 の短３度下降，a1 
～ d2 の完全４度上昇，d2 ～ c2 の長２度下降，c2 ～
a1 の短３度下降，a1 ～ g1 の長２度下降の部分は a1 
音の同音で歌われている。３，４小節目の「あそ・
びま・しょう」[e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は [e1 ・g1 ・e1 e1 
・d1 ] のように歌われており，e1 ～ g1 の短３度上
昇は正確であるが，e1 ～ d1 の長２度下降は e1 音の
同音になっている。また，５，６小節目の「おは・
よう・おは・よう」[e1 g1 ・g1 ・e1 g1 ・g1 ] の e1 ～
g1 の短３度上昇はほぼ正確に歌われている。７，８
小節目の「せん・せい・おは・よう」[a1 ・a1 g1 ・e1 
g1 ・g1 ] は [gis1 ・gis1 ・e1 g1 ・g1 ] で歌われ，a1 音
は半音下がった gis1 音で歌われている。９，10小
節目の「みな・さん・おは・よう」[a1 c2 ・g1 e1 ・
d1 g1 ・g1 ] の a1 ～ c2 の短３度上昇，c2 ～ g1 の完全
４度下降，g1 ～ e1 の短３度下降，e1 ～ d1 の長２度
下降，d1 ～ g1 の完全４度上昇は部分的にａ1 ，e1 音
の同音進行で歌われている。11～14小節目の「お
ひ・さま・にこ・にこ・よい・てん・き」[e1 e1 ・
e1 g1 ・e1 d1 ・c1 c1 ・d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ] は [e1 e1 ・e1 g1 
・e1 e1 ・d1 d1 ・d1 e1 ・g1 ・g1 ] となっており，旋律
の上昇下降はとらえているが，c1 音は d1 音に変化
して歌われる傾向がみられた。15，16小節目の
「きょ－・も・なか・よく」[c1 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ]
は a1 音の同音で歌われていた。17，18小節目の
「あそ・びま・しょう」[e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は [f1 g1 




小節目の「せん・せい」［a1 ・a1 g1 ］は［a1 ・a1 ］
で歌われている。５，６小節目の「みな・さん・お
は・よう」［a1 c1 ・g1 e1 ・d1 g1 ・g1 ] の短３度上昇，
完全４度下降，短３度下降，長２度下降，完全４
度上昇は［a1 a1 ・g1 ・e1 g1 ・g1 ] と歌われ，部分的
に a1 音の同音によって歌われている。７～10小節
目の「おす・なば・まま・ごと・すべ・りだ・い」
［e1 e1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・c1 c1 ・d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ] は [e1 
e1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・d1 d1 ・e1 e1 ・g1 g1 ・g1 ] と歌ってお
り，部分的に d1 音と g1 音の同音で歌われる傾向が
みられた。11～14小節目の「きょう・も・なか・
よく・あそ・びま・しょう」[c2 a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1  
g1 ・e1 d1 ・c1 ] は，[a1 a1 ・a1 a1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・e1  e1 






















「 な ら・ び ま・ し ょ う・ な ら・ び ま・ し ょ う 」
[ ・ ・ 　・ ・ ・ ] は [ ・♩・
・ ・♩・ ] のように「ましょう」
の部分が拍に乗れず，遅れて歌われている。３，４
小節目の「は・やく・きれ・いに・なら・びま・
しょう」[ ♩・ ・ ・ ・ ・ ・♩ ]
は [ ♩・♪ ・ ・♪ ・ ・♩・ ] のよ
うに部分的に付点リズムで歌われている。５．６小
節目の「いち・れつ・いち・れつ・おな・らび・し
ま・しょう」[ ・ ・ ・ ・ ・ ・




[ ・ ・ ・ ] の付点リズムは [ ♩・♩・
♩・♩ ] の４分音符のリズムで歌われている。９，
10小節目の「あし・ぶみ・トン・トン・そろ・







♩・♩・ ・♩ ] は拍に乗れておらずリズミカル
な躍動感がない。
③　旋律
　１，２小節目の「なら・びま・しょう」[d1 d1 ・d1 
fis1 ・a1 ] は [fis1 fis1 ・fis1 ・fis1 a1 ] で歌われており，
fis1 音の同音進行となる傾向がみられる。３，４小
節目の「は・やく・きれ・いに・なら・びま・しょ
う」［h1 ・a1 h1 ・a1 a1 ・fis1 d1 ・e1 e1 ・e1 fis1 ・d1 ］は
［a1 ・a1 ・a1 a1 ・a1 ・gis1 gis1 ・gis1 ・gis1 g1 ］で歌わ
れ，部分的に a1 ，gis1 音の同音進行となる傾向が
みられる。５，６小節目の「いち・れつ・いち・れ
つ・おな・らび・しま・しょ」［d1 d1 ・a a ・fis1 fis1 
・d1 d1 ・e1 e1 ・a a ・d1 e1 ・fis1 ］は fis1 音の同音進
行で歌われる傾向がみられる。７，８小節目の「み
ぎ・むいて・ひだり・むいて・ラン・ラン・ラン」
［g1 g1 ・e1 e1 ・fis1 fis1 ・d1 d1 ・e1 ・a・d1 ］は fis1 音
の同音で，９，10小節目の「あし・ぶみ・タン・
タン・そろ・えま・しょう」［a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 ・
fis1 ・a1 h1 ・a1 fis1 ・a1 ］は gis1 音の同音進行となっ
ている。11，12小節目の「いち・に・さん・し・
ご・ろく・しち・はち」［h1 ・a1 ・g1 ・fis1 ・a1 ・g1 ・
fis1 ・e1 ］ は［h1 ・a1 ・a1 ・g1 ・a1 ・g1 ・g1 ・g1 ］ と
歌われており，部分的に a1 ，g1 の同音で歌われる
傾向がみられる。13～15小節目の「ラン・ラン・
ラン・ラン～」［d1 ・a1 ・fis1 ・d1 ・e1 ・a ・d1 e1 ・fis1 
・g1 ・e1 ・fis1 ・d1 ］は g1 音の同音で，最後の16小
節目の「ラン・ラン・ラン」［e1 ・a ・d1 ］は［e1 ・



















目の「トン・トン・ま・え」[ ♩・♩・♩・♩ ] は





ン・ ま・ え 」[d1 ・d1 ・a1 ・a1 ・h1 ・h1 ・a1 ・a1] は
[e1 ・e1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ・f1 ] で歌われており，e1 
，f1 音の同音進行になっている。３，４小節目の [g1 
・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・d1 ・d1 ] は [f1 ・f1 ・f1 ・f1 
・e1 ・e1 ・e1 ・e1 ] で歌われ，e1 ，f1 音の同音進行
になっている。また，５，６小節目の [a1 ・a1 ・g1 ・
g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ] は [gis1 ・gis1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・
fis1 ・f1 ・f1 ] となり，f1 ～ gis1 の同音で，７，８小
節目の [a1 ・a1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ] は [a1 ・
a1 ・g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・f1 ・f1 ] となり，最後の e1 音
が f1 音で歌われている。９，10小節目の [d1 ・d1 ・
a1 ・a1 ・h1 ・h1 ・a1 ・a1 ] は [e1 ・e1 ・g1 ・g1 ・g1 ・g1 
・g1 ・g1 ] で歌われ，e1 ，g1 の同音進行になってい
る。11，12小 節 目 の [g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・
d1 ] は [g1 ・g1 ・fis1 ・fis1 ・e1 ・e1 ・dis1 ] で歌われて

































ば・しま・しょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ・c1 c1 ・
d1 d1 ・e1 ] は g1 音の同音で歌われている。５～８小
節目の「おて・ては・りょう・ほう・うし・ろに・
くん・で」[c1 c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 ・f1 f1 ・f1 e1 ・d1 c1 
・d1 ] は fis1 音の同音で歌われている。９～12小節
目の「グー・ンと・おむ・ねを・はり・ましょ・
う 」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 e1 ・d1 d1 ・c1 ] は f1 
の同音で，13～16小節目の「りっ・ぱな・しせ・
いに・なり・まし・た」[c1 ・c1 d1 ・e1 g1 ・g1 f1 ・e1 





























♪・ ・ ・ ・ ・♩ ] は [ ・♪・
・♩・♩・ ・♩ ] となっており，付点リズムは
４分音符や８分音符で歌われている。６小節目の









[ ♩・ ・ ・♩ ] は [ ♩・♩・ ・♩ ]，11
～14小節目の「きょー・も・なか・よく・あそ・
びま・しょう」[ ・♪・ ・ ・ ・ ・




か・よく・あそ・びま・しょう」[c1 ・a1 ・d2 c1 ・
a1 g1 ・e1 g1 ・e1 d1 ・c1 ] は a1 音の同音で歌われてい
る。６小節目の「おは・よう」[e1 g1 ・g1 ] は [f1 
・g1 g1 ] で歌われており，e1 ～ｇ1 の短３度上昇は
f1 ～ g1 の長２度上昇になっている。７～８小節目
の「せん・せい・おは」［a1 ・a1 g1 ・e1 g1  ] は gis1 
音の同音で，９小節目の「みな・さん」［a1 c1 ・g1 
e1 ]，15～18小節目の「きょー・も・なか・よく・
あそ・びま・しょう」[c2 ・a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・
e1 d1 ・c1 ] は gis1 音の同音で歌われている。
　２番：５小節目の「みな・さん」［a1 c2 ・g1 e1 ]，
９小節目の「すべ・りだ・い」［d1 e1 ・g1 a1 ・g1 ]，
11～14小節目の「きょー・も・なか・よく・あ
そ・びま・しょう」［c2 a1 ・d2 c1 ・a1 g1 ・e1 g1 ・e1 d1 

























「なら・びま・しょう」[ ・ ・♩ ] は [



























「 ト ン・ ト ン・ ま・ え 」[ ♩・ ♩・ ♩・ ♩ ] の





























ば・しま・しょ」[g1 g1 ・g1 a1 ・g1 g1 ・g1 e1 ・c1 c1 ・














































































びましょう」では c1 ～ h1 ，「トントンまえ」は d1 
～ a1 ，「おむねをはりましょう」では d1 ～ g1 ，「お
はようのうた」では d1 ～ a1 であった。したがって，
４曲全体を通して子どもたちが歌えた最低音は c1 







低音は d1 音，最高音は a1 音であると考えられ，年






























「ならびましょう」は fis1 ～ a1 ，「トントンまえ」
は e1 ～ gis1 ，「おむねをはりましょ」は e1 ～ g1 ，
「おはようのうた」は f1 ～ a1 であった。したがっ
て，４曲全体を通して子どもたちが歌えた最低音
は e1 音，最高音は a1 音であり，年中児の歌唱可能
な声域は e1 ～ a1 の範囲であると考えられる。また，



















































































お はよう お はよう せん せい お はよう





み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）























お はよう お はよう せん せい お はよう





み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）






















お はよう お はよう せん せい お はよう





み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）




















お はよう お はよう せん せい お はよう





み　な　さん （不明瞭） （不明瞭） （不明瞭）






























































（不明瞭） （不明瞭） せん　　せい （不明瞭）
♩=132




きょー 　－　　な　か　よっ （不明瞭） 《ピョン》
せん　せい　　お　は　よっ
（不明瞭） （不明瞭） （歌っていない）み　な　さん





（不明瞭） （不明瞭） せん　　せい （不明瞭）
♩=132




きょー 　－　　な　か　よっ （不明瞭） 《ピョン》
せん　せい　　お　は　よっ
（不明瞭） （不明瞭） （歌っていない）み　な　さん
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